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研究成果の概要（和文）： 

新規 NFB 阻害剤による新しい子宮内膜症治療法への可能性を探索した。卵巣チョコレート

嚢胞壁から得た間質細胞系を用いた。(1)アピゲニンが子宮内膜症細胞の増殖とプロスタグラ

ンジン(PGE2)産生を抑制した、(2)パルテノライドが IL-8 と COX-2 発現を抑制し、PGE2 濃度

を低下させた。TNF誘導性の細胞増殖能を低下させ、NFkB 経路阻害によることを示した。

マウスモデルにて、パルテノライド投与が子宮内膜症病変を減少させることを確認した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The aim of this study was to investigate the usefulness of apigenin (flavonoid) and parthenolide 

(plant feverfew) as a possible therapeutic agent for endometriosis. (1) Apigenin suppressed 

mitogenic activity and PGE2 synthesis in endometriotic stromal cells (ESCs). (2) With 

parthenolide pretreatment, TNF-induced IL-8 expression were repressed in ESCs. 

TNF-induced COX-2 expression and PGE2 synthesis were also inhibited. Parthenolide 

suppressed ESCs proliferation by inhibition of NFB pathway, Using the murine endometriosis 

model, administrating parthenolide significantly reduced the endometriotic lesions. 
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１．研究開始当初の背景 

子宮内膜症の罹患率増加は、少子晩婚化など
のライフスタイルの変化に関連することか
ら社会的関心も高い。薬用ハーブの効能ある
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いは植物性エストロゲンを含む栄養補助食
品の過剰摂取とエストロゲン依存性疾患と
の関連が注目されている。子宮内膜症細胞の
生物学的特徴を探求し、薬用ハーブによる治
療の可能性を検討する。 

 

２．研究の目的 

欧米で疼痛緩和に用いられる薬用ハーブの
成分であるパルテノライドが、NFB の作用
を阻害することにより抗炎症作用を有する
ことが知られている。本研究では、NFB 経
路に主眼を置き、子宮内膜症細胞の増殖抑制
メカニズムを解明することで天然型 NFB

阻害剤を用いた新しい子宮内膜症治療法へ
の応用の可能性を探索する。 

 

３．研究の方法 

(1)手術で摘出した卵巣チョコレート嚢胞壁
から分離培養した子宮内膜症間質細胞系と
(2)マウス子宮内膜症モデルを用いた。 

遺伝子発現は real time RT-PCR法で検討し、
プロスタグランジン濃度と蛋白発現は
ELISA で測定した。細胞内シグナル伝達に関
しては Western blot 法で検討した。 

 
４．研究成果 
(1) 植物性フラボノイドの一つであるアピゲ
ニンが NFB 経路を介して子宮内膜症間質
細胞の増殖とプロスタグランジン E2 産生を
抑制すること、(2)パルテノライド添加により、
子宮内膜症間質細胞由来の IL-8 遺伝子なら
びに COX-2 遺伝子発現を抑制することを確
認した。さらに、パルテノライド添加は、
TNF添加により産生促進される IL-8 蛋白な
らびにプロスタグランジン E2 濃度を低下さ
せた。(3) パルテノライドは TNF誘導性の細
胞増殖能も低下させた。これらの抑制効果は、
主に NFkB 経路の阻害によることを明らかに
した。マウス子宮内膜症モデルにおいて、4

週間のパルテノライドの投与により、子宮内
膜症病変の個数と重量が減少することを確
認した。これらの成績により、アピゲニンと
パルテノライドは副作用の無い新規薬剤と
して期待できる。 
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